青風荘　　フェイスシート
平成20年6月16日　担当：佐々木　

	入　所　者
	氏　名　　下町　サン子　様　　　　　男・女　　　　昭和　13年　12月　3日生（　69歳）

	
	住　所　〒　　　　岩手県九戸郡洋野町種市57－118　　　　　　　電話　0194－66－2216

	
	病　　名
	　統合失調症
	合　併　症
	　　便秘症・低血圧　　　

	
	発症時期
	　Ｓ36年7月頃（23歳時）
	罹 患 期 間
	　　約　42年　2ヶ月

	
	入院回数
	　　2回　　　　
	延べ入院年数
	　　約　31年　8ヶ月　

	医療機関
	　青南病院　（主治医　千葉　良Ｄｒ）
	外来受診日
	土曜日（2週1回）

	医療区分
	生活保護
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	有・無

	経済状況
	年金
	（　　万円）

	
	その他
	生活保護（久慈振興局0194-65-2111）　（　11万円）

	障害程度区分
	　未審査

	日中活動の場
	デイナイトケア通所

	住まいの場
	　福祉ホーム青風荘

	入所年月日
	Ｈ　15年　10月　1日
	身長
	155cm
	体重
	44.9　kg

	最終学歴
	城内中学校卒業
	免許・資格
	　なし

	職　歴
	　パチンコ店・小料理屋
	

	保　護　者
	氏　　名　　下町　ノブ　様（87歳）　　　　　　　　　　続柄　義母　　　（同居　・否）

	入所目的

　・服薬を確実に継続し、生活リズムの確立を図る。　・基本的な生活技術を身につける。

	入院・治療歴

	昭和36年7月～昭和37年9月　　入院　　青南病院
昭和38年6月～平成6年2月　　入院　　青南病院
平成6年3月～　　　　　　　　　外来　　青南病院




	生活歴
S13年、種市町にて出生。同胞6人。実母は本人が1歳になる前に死亡。義母・ノブ氏に育てられる。21歳時結婚するが2年で離婚。（双子を出産しているがまもなく死亡。義母はそれが変調のきっかけになったのでは？と・・・。また、本人は結婚も出産も否定している。）S36年、自閉・好色妄想等が出現し1年程入院。退院後、パチンコ店や小料理店に勤めるも長続きせず、S38不眠等が目立つようになり、自室に閉じこもったり放歌が見られていた。祖母の通帳を持ち出し衣類を大量に購入したり、何もせずにゴロゴロするようになる。5月には、突然自宅を飛び出し1ヶ月程旅館に宿泊し、連絡を受けた家族が迎えに行く事もあった。S38年6月、入院となる。H6年、退院後は社会復帰援護住居「いちい荘」、H9年には「青山荘」に入居し、社会復帰訓練を開始。H11年9月からはグループホーム「あおぞら」にて共同生活を送っていたが、人間関係に負担を感じ、服薬も不確実になった事より再燃。増薬にて対応し、H12年9月、グループホームを退所し青山荘へ再入所となる。青山荘退所後、単身での生活に不安があり、本人・家族・主治医の相談の元、青風荘での生活を希望。H15年10月、青風荘入所となる。

	家族構成　









	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）
本人と他兄弟の交流は全くない。義母であるノブ様が高齢であるが、月に1度程面会に来たり、一緒に外出したりしている。ノブ様の長男夫婦との交流は殆ど無い。経済面での援助は無く、本人が生活保護を受給し管理している。

Ｈ19.8.30ノブ様と面談実施。今後、面会等が難しくなってきた場合はノブ様の長男（安夫様）が保護者を引き受ける事になっているとの事。


平成　20年6月16日（月）　
	氏　名
	   下町　サン子　　様
	男・女
	生年月日
	　昭和　13年　12月　3日（　69歳）


	これまでの経過（前回評価日　H　20年　2月　18日）

	· 洗濯の回数の多さや手洗い・洗面のしつこさが目立ち他者から厳しく注意される事もしばしばありましたが、スタッフと話し合いの結果２日に一度の洗濯を行えるようにしていく事で納得されています。守れない事も時折ありますが、前回時よりは頻回に行う事は無く落ち着いています。抑える事が出来ている事を評価し、今後も継続して行える様支援していきます。下着は日に何度も交換しますが、上着は同じ物ばかり着ていて場所や気温に合わせた服装難しい為指導要しています。

· 当番や掃除への取り組みは熱心に行ってくれていますが、プログラムへの取り組みについては、集中して取り組む事が難しく途中で何度もトイレに立ったり、テーブルに伏せて閉眼されていることもしばしば見られます。その都度の声がけで何とか参加していますが理解については薄い様子です。

· 金銭利用についても、ある分を全て使ってしまう為週に3000円を目安に利用できるよう支援しています。洗剤類や嗜好品の購入が多く、適切に利用できるようアドバイス要しています。

· 飲水量が多く、下痢をする事もあり「フラフラする。」等の不調も聞かれる為、アローゼン2包を1包にし下剤を調整しながら様子を見ています。飲水の目立つ時には、適宜声を掛けて抑えるように促していきます。

· 保護者の母が定期的に面会に来られていますが、今後の本人への処遇について次の保護者の予定になっている息子様を含めて話し合いをする場を設けていく。



	長期目標（中期・短期）

	· 生活リズムの安定

· 偏りない金銭管理を行う

・　気候や場に合った適切な服装ができるようになる


	問題点
	介入方法
	支援期間

	①　洗濯・手洗い等に固執している。
	· 洗濯機・乾燥機の利用（順番を無視する・他人の物に混ぜて行う）に問題があった時は本人と話し合い、マナーについて理解してもらう。洗濯のやり方について本人と学習し決める（現在は２日に1度）。守れない場合は声をかけて理由を聞きながら他者とトラブルにならないよう介入する。

· 手洗いなどが長くなっている場合は様子を見てこちらから声をかける。
	　　 ヶ月

	2 衣類の適切な着用ができない。場にそぐわない服装をする。

　（衣類の収納ができない）
	· 衣類に関してこだわりや思い込みがあるようで、気温が高いにも関わらず、何枚も重ね着した上に夏物を着たりする為、その都度、声をかけ周りの服装と比較してもらい、服装について一緒に検討して習慣化できるよう支援を行なっていく。

· 外出時の場合など場所や場合に合わせた衣類を選べるように助言する。

· 新調した衣類を着けず、同じ衣類や古い衣類を頻回に洗濯して（毎日のように洗濯する）着続ける為、衣類の調整の仕方を一緒に確認していく。（声かけすると着るのが無いと言われる）

· 衣類を丸めてゴミ袋へ入れてしまっている為、定期的にタンスへの収納の仕方を一緒に行っていく。
	     ヶ月


	③計画的な金銭管理や買物が出来ない。


	・ 決められた金額内（１Ｗ3000）で必要な物を適量購入できるようにその都度、支援を行なっているが

 日用品や嗜好品の購入回数も頻回なうえ、使用量も多い為、１日・一週間の目安を決め、使用の仕方について本人と検討・学習する。
	     ヶ月



プラン計画者　氏名　佐々木優佳
修正プラン実施評価日：Ｈ　　年　　月　　日（月）　青山荘地域交流活動室
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